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目的： 

本研究は、妊婦の心理的苦痛、教育歴、そして世帯収入の組み合わせと、生まれた子どもの先天性心疾患との関連を明らかに

することを目的とした。 

 

方法： 

子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）で得られた 93,643 組の親子のデータを用いた。妊婦の心理的苦痛の程度

を評価し、苦痛の程度と妊婦の教育歴、そして世帯収入の組み合わせと、生まれた子どもの先天性心疾患との関連を、多変量ロ

ジスティック回帰分析という統計解析方法によって検討した。 

 

結果： 

妊婦の心理的苦痛、教育歴、世帯収入と、生まれた子どもの先天性心疾患との関連は認められなかった。妊娠中の心理的苦痛

があることと教育歴が短いことについて、どちらも無しを 0、どちらかありを１、両方ありを２とした場合、数が増えると、生まれた子

どもが先天性心疾患に罹患していることとの関連が示された。しかし、抗うつ薬の内服を調整した解析を行うと、生まれた子ども

の先天性心疾患の罹患との関連は認められなかった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

妊婦の心理的苦痛や教育歴が短いことの組み合わせが、生まれた子どもの先天性心疾患と関連することが示唆された。この関

連は、抗うつ薬の内服を調整すると統計学的有意差が消失したため、統計解析上は抗うつ薬の内服が妊婦の心理的苦痛から先

天性心疾患の間に存在する中間因子として働いている可能性が示唆される。そのため、妊婦の心理的苦痛や教育歴が短いこと

の組み合わせと、生まれた子どもの先天性心疾患との関連において、弱いながら抗うつ薬の内服による影響も含んでいる可能性

も考えられた。 

 

結論： 

妊婦に心理的苦痛がありかつ教育歴が短いことは、生まれた子どもの先天性心疾患に関連する可能性が示唆された。ただし、

本研究ではメカニズムは明らかにできないため、さらなる研究が必要と考えられる。 

 


